
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成 ２４年 ６月 ４日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

機関番号：33905 

研究種目：基盤研究(C) 

研究期間：2009～2011   

課題番号：21500799 

研究課題名（和文） 更年期世代女性の食環境・栄養素等摂取量と更年期症状に関する研究  

 

研究課題名（英文） Food  environment, nutrition intake and climacteric symptoms in 

perimenopausal Japanese women 

研究代表者 

丸山 智美（MARUYAMA SATOMI） 

金城学院大学・生活環境学部・教授 

 研究者番号：50410600 

研究成果の概要（和文）：更年期世代女性の生活環境と食習慣との関係を検討した。その結果、

ストレスとソーシャルキャピタルは食習慣や食意識に関係することを認めた。また更年期障害

患者の栄養素摂取量を検討した。その結果、更年期障害患者は更年期症状を有しない更年期世

代女性と栄養素摂取量が異なっていた。更年期世代女性の食習慣と栄養素摂取量は更年期症状

に関与する可能性が推察された。 
 
研究成果の概要（英文）：The association between life environment and eating behavior in 
perimenopausal Japanese women were investigated. As a result, stress and social capital were associated 
with eating habits and behavior. Furthermore we examined nutrition intake in perimenopausal 
Japanese women with climacteric disorder and those without climacteric symptoms. There 
were differences in nutrition intake between the two groups. Eating behavior and nutrition 
intake in perimenopausal Japanese women would be associated with climacteric symptoms.  
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研究分野：総合領域 
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キーワード：健康と食生活 
 

(1)更年期世代は子どもの独立や老親介護
など生活環境が著しく変化する時期で食生
活を含む生活環境の変化や心の負担からの
食習慣への影響があり、そのことが更年期症
状の出現に関与していると考えられるが、更
年期女性の生活環境が食習慣や食行動に及
ぼす影響についての報告はない。 

１．研究開始当初の背景 
女性が生涯を通じて健康で明るく、充実し

た日々を自立して過ごすことを総合的に支
援するために厚生労働省は平成 20 年 1 月 28
日女性の健康習慣の実施要綱を定めた。各都
道府県などに通知し保健学級や栄養教室の
開催などを通じ正しい知識の普及を図るこ
とが示された。しかし以下(1)～(3)に示すよう
に、更年期女性に関する食生活・食環境と更
年期障害および症状に関する報告は、本邦で
は数が少なく実践活動のためのエビデンス
が十分であるとは言えない。 

(2)社会的結束はソーシャルキャピタル（社
会関連資本）と呼ばれ、ソーシャルキャピタ
ルは健康と関連するコミュニティ・地域の特
徴であり、健康を向上させるように作用する
可能性がある。しかし更年期世代の調査には



ソーシャルキャピタルの結束性の調査は皆
無である。 

(3)更年期世代女性の食事摂取内容や栄養
素摂取量は、国民健康・栄養調査から推測で
きるが、更年期症状や更年期障害患者につい
ての検討はされていない。これまでに日本で
は杉山らが潜在性の栄養欠乏状態が関与し
ているという保健学的な報告を成書として
いるが本邦での報告は極めて少ない。また疾
患としての更年期障害に関する報告は、柴田
らによる更年期外来栄養摂取状況調査があ
るのみに過ぎない。更年期障害患者の更年期
診断指標（血中エストラダイオール濃度低値、
卵胞刺激ホルモン濃度の持続的高値）、内分
泌等生化学検査（血清レプチン濃度を含む）
等から食生活の問題点を科学的に明らかに
した報告はほとんどない。 

そこで更年期世代女性の(1)生活環境が食
習慣・食行動に及ぼす影響、(2)ソーシャルキ
ャピタルが食習慣に及ぼす影響、(3) 更年期
障害患者の更年期世代女性の食事摂取内容
及び栄養素摂取量を明らかにすることを目
的とし、更年期女性に対する保健学級や栄養
教室の開催に活かす基礎資料とするために、
本研究を計画した。  
 
２．研究の目的 

更年期世代女性は、同居者の有無、就業の
形態、世帯収入など様々な環境にあるため、
食環境、社会との関係や食事摂取に差がある
ことが推測される。そこで本研究では、社会
的特性と医学的診断を限定した対象者に対
し(1) 生活環境が食習慣・食行動に及ぼす影
響、(2) ソーシャルキャピタルが食習慣に及
ぼす影響、(3) 更年期障害患者の食事摂取内
容および栄養素摂取量を調査・検討し、更年
期世代女性の食環境・栄養素等摂取量と更年
期症状との関係を明らかにすることを目的
とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 生活環境が食習慣・食行動に及ぼす影響 

対象は 45 歳から 55 歳(53.2±3.1)の 86 人
の日本人女性で、愛知県Ｎ市で月に一度開催
される生活についての自主勉強グループ登
録者である。調査対象者の属性、健康状態、
生活に対する意識、食生活状況、ストレス時
の食行動について無記名の自記式質問紙に
より調査し、現在の生活においてストレスを
有する群（ストレス有群）とストレスを有し
ない群（ストレス無群）に分類し検討した。
本研究は金城学院大学ヒトを対象とする研
究計画等審査委員会の審査・承認を得て行っ
た。 
(2) ソーシャルキャピタルが食習慣に及ぼす
影響 

ソーシャルキャピタルが高い群（高ＳＣ

群）を愛知県Ｎ市の健康や生活を話し合う市
民グループメンバーの更年期世代女性 26人、
低い群（低ＳＣ群）を愛知県Ｉ市の商業施設
に来店した地域住民のうち定期的に社会的
結束する習慣がない更年期世代女性 48 人と
し、無記名自記式調査票を用いて調査を行っ
た。本研究は金城学院大学ヒトを対象とする
研究計画等審査委員会の審査・承認を得て行
った。 
(3) 更年期障害患者の食事摂取および栄養素
摂取量の調査 
 更年期障害のある女性（更年期障害有群）
は総合病院女性診療科および産婦人科で更
年期障害と診断を受け、通院している女性患
者 13 人を対象とした。対象者全員に頭痛、
動悸、ほてり、めまい、手足のしびれ等の更
年期症状があり、医師によって更年期障害と
診断された。倫理的配慮として、調査の目的
と方法を説明した文書を配布し、記述および
回収した調査用紙は統計的に処理され個人
のプライバシーを侵害する恐れがないこと、
および調査内容の結果は対象者個人を特定
しない形式で発表を行うこと、本人の意思に
より研究参加が中止できることを文書にて
説明し、文書で研究参加の同意を得た。更年
期症状の自覚のない女性（更年期障害無群）
は、愛知県I市の健康づくり事業に参加した
108 人のうち 45 歳から 55 歳までの更年期世
代女性 20人を対象とし、無記名で調査した。
身長、体重の身体所見は、更年期Yamato 
1mm（DP－5200 ヤマト社）単位身長計、
体重は 10g単位デジタル体重計（TBF－541 
タニタ社）を用いて管理栄養士が測定した。
更年期障害有群は初診時に管理栄養士が、更
年期障害無群は健康づくり事業イベント参
加当日に保健師が測定した。食事調査は、更
年期障害有群では自記式秤量法を用いて 3日
間（平日 2 日、週末１日）行い、管理栄養士
が面接により聞き取り調査を行い、記入漏れ
等を補完し、更年期障害無群では、24 時間思
い出し法を用いて１日間行い、管理栄養士が
面接により聞き取り調査を行い、記入漏れ等
を補完し、それぞれ、エネルギー、タンパク
質、脂質、炭水化物、飽和脂肪酸、不飽和脂
肪酸、カリウム、カルシウム、リン、鉄、ビ
タミンA、B１、B２、B６、B12、C、D、コレ
ステロール、食物繊維、食塩等の摂取量を五
訂増補日本食品標準成分表に準拠する日本
人の食事摂取基準対応のExcel栄養君を用い
て算出した。本研究は金城学院大学ヒトを対
象とする研究計画等審査委員会の審査・承認
を得て行った。 
 
４．研究成果 
(1) 生活環境が食習慣・食行動に及ぼす影響 
 閉経している者は 35 人（40.7％）、更年期
症状の自覚については「ほとんどない、，も



しくはあまり気にならない」35 人（40.7％）
であった。40 人（46.5％）が現在の日常生活
においてストレスを感じていた。ストレス時
の食行動についてストレス有群 40 人とスト
レス無群 46 人で比較した結果では、「甘いも
のを食べる」割合はストレス有群 22 人
（55.0％）、ストレス無群 16 人（34.8％）で、
日常生活においてストレスを感じている群
において更なるストレスを感じたとき「甘い
ものを食べる」割合が高い傾向であった（ｐ
＝0.060）．「影響はない」はストレス有群 10
人（25.0％），ストレス無群 2 人（4.3％）で
あり，ストレス有群で有意に高い割合であっ
た。更年期女性では、日常生活におけるスト
レスの有無により、更なるストレスを感じた
時の食行動が異なる可能性が示された。本成
果は更年期世代女性のストレスと食行動を
示した本邦では初めての報告であり、日本女
性医学学会ニューズレターで日本女性医学
学会員に広く公表された。 
 
(2) ソーシャルキャピタルが食習慣に及ぼす
影響 

高ＳＣ群の年齢の平均値は 47.7±1.5 歳で
あり、低ＳＣ群 53.5±3.9 歳に比べ有意に低
かった（p<0.001）。平均身長、体重、BMI
には両群の間に有意な差を認めなかった。更
年期症状の自覚は両群の間に有意な差を認
めなかった。生活と健康の意識については、
高ＳＣ群で高い傾向を認めたが有意ではな
かった。食生活に関する項目の結果では、食
生活を見直すことがある（p<0.01）、食事を
楽しんでいる（p<0.01）、食事のバランスを
考えて食べている（p<0.001）、食材の組み合
わせを考えている（p<0.01）、野菜類を毎日
食べる（p<0.05）、緑黄色野菜を毎日食べる
（p<0.001）、果物を毎日食べる（p<0.001）、
海藻類を毎日食べている（p<0.001）、１日に
２回くらい肉魚卵大豆製品を食べるように
している（p<0.01）、乳製品を毎日摂ってい
る（p<0.05）、者の割合は低ＳＣ群に比べ高
ＳＣ群で有意に高かった。更年期世代女性で
は、ソーシャルキャピタルは食生活の意識と
関連する可能性が示唆された。本成果は、ソ
ーシャルキャピタルと更年期世代女性の食
意識との関係を本邦で初めての報告であり、
第 16 回国際女性心身医学会においてのその
報告が受理され、公表した。 

 
(3) 更年期障害患者の食事摂取および栄養素
摂取量の調査 

更年期障害有群は更年期症状無群に比較
し炭水化物、カルシウム、レチノール当量、
食物繊維が低く、コレステロールの摂取が高
かった。エネルギー摂取量には有意な差を認
めなかった。食品群別摂取量は両群に有意な
差を認めなかった。本成果は、第 7 回アジア

パシフィック臨床栄養学会議においてその
報告が受理され、公表した。 
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